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NY マーケットレポート（2017 年 3 月 7 日） 

 

NY 市場では、米国の利上げ期待の高まりを背景に、日米の金利差拡大を意識した円売り・ドル買いが先行した。そして、序盤に発表された米貿

易収支では、赤字額が拡大となり、2012 年 3 月以来の高水準となったものの、市場予想と一致したことや、市場の関心が週末の米雇用統計に

注がれていることも影響し、限定的な動きとなった。その後は、3/9(木)の ECB理事会や、3/10(金)の米雇用統計の結果を見極めたいとの様子見

ムードも強く、ドルやユーロなど主要通貨は限定的な動きが続いた。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

1 月米貿易収支 -485 億 USD（予想 -485 億 USD・前回 -443 億 USD） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

指標結果データ 

≪米貿易収支≫ 

        1 月・ ・12 月・・ 11 月・・ 10 月・・ 9 月・・ 前年同月 

入出超・・・・-484.9・・-442.6・・-454.8・・-425.8・・360.3・・-433.6 

輸出・・・・・1920.9・・1910.1・・1860.0・・1864.0・・1902.1・・1788.1 

輸入・・・・・2405.9・・2352.7・・2314.8・・2289.8・・2262.4・・2221.7 

                            （単位 億ドル） 

 

 

1月の米貿易収支では、赤字額がモノとサービスを合わせた国際収支ベースで前月比+9.6％の484億9200万ドルと2ヵ月ぶりに拡大し、

2012 年 3 月以来の大きさとなった。輸入の増加が輸出の増加を上回ったことが要因となった。また、対日赤字は前月に比べ大幅に減っ

た一方、対中赤字は大幅に増加した。 

 

①輸出総額は+0.6％の 1920 億 9400 万ドルと 2 ヵ月連続の増加、自動車・同部品などが増えた。輸入総額は+2.3％の 2405 億 8600 万ド

ルと 4ヵ月連続のプラス、携帯電話や家庭用品などの増加が目立った。モノの貿易赤字は、+6.1％の 696 億 8400 万ドル。 

 

②国・地域別では、対日赤字が-16.2％の 54 億 7300 万ドルとなり、自動車・同部品の輸入が減った。対 EU 赤字は-5.6％、対中赤字は

+12.8％となった。 

 

③2016 年の年間の貿易赤字は 5005 億 6000 万ドルに下方修正され、前年からの拡大幅は+0.04％に縮小した。拡大は 3年連続。 
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22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

1 月カナダ国際商品貿易 8.1 億 CAD（予想 7.5 億 CAD・前回 4.5 億 CAD） 

前回発表の 9.2 億 CAD から 4.5 億 CAD に修正 

 

 

0：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

3 月米 IBD/TIPP 景気楽観指数 55.3（前回 56.4） 

 

 

指標結果データ 

≪IBD/TIPP 景気楽観指数≫ 

          3 月・・2月・・1月・・12 月・・11 月・・10 月 

景気楽観指数・・・・55.3・・56.4・・55.6・・54.8・・51.4・・51.3 

半年先の景気先行・・53.6・・55.6・・56.0・・56.3・・52.2・・50.4 

資金繰り見通し・・・62.6・・62.8・・62.3・・59.8・・58.9・・59.9 

政府の政策信頼度・・49.6・・50.9・・48.5・・48.3・・43.1・・43.5 

 

3 月の IBD/TIPP 景気楽観指数は、前月から 1.1 ポイント低下の 55.3 となり、6 ヵ月ぶりの低下となったが、節目の 50 は 6 ヵ月連続で

上回った。IBD/TIPP 指数は、ミシガン大やコンファレンスボードの消費者信頼感指数の先行指標として注目される。50 を上回ると楽観

的と判断する。 

 

 

0：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

2 月カナダ Ivey 購買部協会指数 55.0（予想 58.5・前回 57.2） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、米 3年債入札を前に、ポジション調整の売りが先行した。米 FRB が来週の FOMC で追加利上げに踏み切

るとの見方も引き続き圧迫要因となった。 

 

午前の利回りは、30 年債が 3.11％（前日 3.10％）、10 年債が 2.51％（2.49％）、7年債が 2.33％（2.31％）、5年債が 2.04％（2.02％）、

3年債が 1.60％（1.58％）、2年債が 1.32％（1.30％）。 
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3：00 

≪米財務省 3年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・1.630％（前回 1.423％） 

最低落札利回り・・・・1.500％（前回 1.188％） 

最高利回り落札比率・・・17.70％（前回 13.03％） 

応札倍率・・・・・・・・・2.74 倍（前回 2.78 倍） 

 

≪欧州株式市場≫ 

欧州株式市場は、まちまちの結果となった。今週予定されている ECB 理事会の結果や米雇用統計の内容を見極めたいとの思惑から、積

極的な売買が手控えられ、方向感の乏しい動きとなった。英 FT100 指数は小幅安となり、独 DAX 指数は小幅高となった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

NY 金は、中心限月が前日比 9.40 ドル安の 1オンス＝1216.10 ドルで取引を終了した。 

NY 金は、FRB が来週の FOMC で追加利上げに踏み切るとの見方が、引き続き相場を圧迫した。また、ドルが主要通貨に対して 

堅調な動きとなったことも圧迫要因となり、終値ベースでは、2月上旬以来、約 1ヵ月ぶりの安値水準となった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.06 ドル安の 1バレル＝53.14 ドルで取引を終了した。 

NY 原油は、OPEC 加盟国と非加盟国の協調減産に伴う需給改善の期待が相場を下支えしたが、その後は 3/8 発表の米石油統計で原油在庫

の増加が見込まれるとして利益確定売りが広がった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、トランプ米大統領がツイッターで薬価引き下げへ新制度を検討していると発信したことを受けて、医薬品株が収益悪化

の懸念から売られたことなどが影響し、序盤から軟調な動きとなった。その後、一時プラス圏まで反発する場面もあったが、終盤にか

けて再び軟調な動きが続いた。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米利上げ期待の高まりを背景に、序盤は堅調な動きとなったものの、米雇用統計の内容を見極めたいとの思惑から積

極的な売買が手控えられており、主要通過は限定的な動きが続いた。 

 

 

出所：総合分析チャート 
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